
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　３０００Ｋ以下の低色温度と４０００Ｋの中色温度を交互に発生させ、その発生させる
時間間隔が人間が色順応を起こすよりも短い時間間 あると共に、中色温度期から低色
温度期への変化を急激に行い、低色温度期を所定時間維持した後で低色温度期から中色温
度期への変化を徐々に行

うようにすることを特徴とする色
温度制御照明装置。
【請求項２】
　６７００Ｋ以上の高色温度と４０００Ｋの中色温度を交互に発生させ、その発生させる
時間間隔が人間が色順応を起こすよりも短い時間間 あると共に、中色温度期から高色
温度期への変化を急激に行い、高色温度期を所定時間維持した後で、高色温度期から中色
温度期への変化を徐々に行

うようにすることを特徴とする
色温度制御照明装置。
【請求項３】
　請求項１記載の色温度制御照明装置を用いた入眠装置であって、使用者をすみやかに入
眠させるために、リラックス効果のある３０００Ｋ以下の低色温度と４０００Ｋの中色温
度を交互に発生させ、その発生させる時間間隔を人間が色順応を起こすよりも短い時間間

すると共に、中色温度期から低色温度期への変化を急激に行い、低色温度期を所定時
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隔で

い、中色温度期に到達すると中色温度期だけの時間を存在させず
に、再び中色温度期から低色温度期への変化を急激に行

隔で

い、中色温度期に到達すると中色温度期だけの時間を存在させ
ずに、再び中色温度期から高色温度期への変化を急激に行

隔と



間維持した後で、低色温度期から中色温度期への変化を徐々に行

うようにしたことを特徴とする入眠装置。
【請求項４】
　請求項２記載の色温度制御照明装置を用いた覚醒装置であって、使用者をすみやかに覚
醒させるために、覚醒効果のある６７００Ｋ以上の高色温度と４０００Ｋの中色温度を交
互に発生させ、その発生させる時間間隔を人間が色順応を起こすよりも短い時間間 す
ると共に、中色温度期から高色温度期への変化を急激に行い、高色温度期を所定時間維持
した後で高色温度期から中色温度期への変化を徐々に行

う
ようにしたことを特徴とする覚醒装置。
【請求項５】
　人間が色順応を起こすよりも短い時間間隔で低色温度と中色温度を交互に発生させる色
温度制御照明装置と、人間が色順応を起こすよりも短い時間間隔で高色温度と中色温度を
交互に発生させる色温度制御照明装置とを備えると共に、使用者をすみやかに入眠させる
入眠スイッチと使用者をすみやかに覚醒させる覚醒スイッチとを備え、入眠スイッチを選
択した場合は人間が色順応を起こすよりも短い時間間 リラックス効果のある３０００
Ｋ以下の低色温度と４０００Ｋの中色温度を交互に発生させると共に、中色温度期から低
色温度期への変化を急激に行い、低色温度期を所定時間維持した後で低色温度期から中色
温度期への変化を徐々に行

うようにし、覚醒スイッチを選
択した場合は人間が色順応を起こすよりも短い時間間 覚醒効果のある６７００Ｋ以上
の高色温度と４０００Ｋの中色温度を交互に発生させると共に、中色温度期から高色温度
期への変化を急激に行い、高色温度期を所定時間維持した後で高色温度期から中色温度期
への変化を徐々に行

うようにしたことを特徴とする入眠覚
醒装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　この発明は、人間の覚醒度を維持しなければならないような作業状態、例えばデスクワ
ーク、オフィスワーク、運転手、工場機械の監視、原子力発電所の中央監視作業などにお
いて、覚醒度を向上或いは維持するための色温度制御照明装置とこれを用いた覚醒装置に
関する。また、逆に覚醒度の高い状態から低い状態、例えばリラックス状態を誘導するた
めの色温度制御照明装置とこれを用いた入眠装置に関する。さらに、起きている状態から
寝ている状態に、また寝ている状態から起きている状態に誘導するための入眠覚醒装置に
関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
　従来の照明のほとんどは作業用の明るさ確保のための照明装置であり、また覚醒度を高
める照明装置としては特開平４－４５０６号公報に示すように、一定の照度により覚醒度
を高めるものがあった。また、色温度を変化させる照明装置として、特開平５－２０５８
８１号公報に示すように、異なる２色の光源を用いて、各々の調光レベルを調整すること
による色温度を制御する照明装置などがあった。さらに、色温度を変化させて覚醒度を高
めたり、リラックスさせたりするものとしては、特開平５－２５８８６８号公報に示すよ
うに、色温度の制御が可能な光源からなる照明装置を用いてプラントの状態によって発光
色温度を変化させ、プラントの運転員に適度な緊張を与えたり、逆に緊張を和らげたりす
るものや、実開平５－１１３９７号公報に示すように、色温度の異なる複数の蛍光ランプ
と発生させスイッチを具備することにより、作業性を重視する場合には高照度且つ高色温
度となるように、また、くつろぎや安らぎを求める場合には低照度且つ低色温度となるよ
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い、中色温度期に到達す
ると中色温度期だけの時間を存在させずに、再び中色温度期から低色温度期への変化を急
激に行

隔と

い、中色温度期に到達すると中色
温度期だけの時間を存在させずに、再び中色温度期から高色温度期への変化を急激に行

隔で

い、中色温度期に到達すると中色温度期だけの時間を存在させ
ずに、再び中色温度期から低色温度期への変化を急激に行

隔で

い、中色温度期に到達すると中色温度期だけの時間を存在させずに、
再び中色温度期から高色温度期への変化を急激に行



うにして、目的に応じた照明空間を容易に設定できるようにしたものなどがあった。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
　ところが、従来のように作業用の明るさ確保のための照明装置では、簡単な作業時や、
生体リズムにより覚醒度が低下する時間帯（例えば午後１時から４時位、午前３時から午
前５時位など）においては、覚醒度が低下し、作業パフォーマンスが低下したり、事故に
つながるミスが起こったりする可能性がある。また逆に、夜間の就寝前にリラックスした
い時にリラックスできなかったり、或いは夜間の睡眠に支障をきたすという問題が起こる
。
【０００４】
　また、人間を取り巻く色温度環境は生体リズムや覚醒度に影響を与えることが知られて
おり、低色温度環境では、リラクゼーションの効果があり、高色温度環境では覚醒度を上
昇させる効果があるが、従来のように、緊張感や覚醒度を高めるために高色温度環境、リ
ラックスやくつろぎ、安らぎを与えるために低色温度環境を実現する照明装置では、色温
度が一度変化した後は一定の照明環境となるため、例えば高色温度環境に変化した直後に
は緊張感や覚醒度は上昇するが、時間の経過と共に色順応が起こり、５～６分経過以降に
は色温度による効果が薄れてくるという問題がある。
【０００５】
　本発明は、上記従来例に鑑みてなされたもので、色温度を人間が色順応を起こす前に次
々と変化させることによって、覚醒度を高めたり、或いはリラックスさせたり、すみやか
に入眠させたりすることができる色温度制御照明装置とこれを用いた入眠装置、覚醒装置
及び入眠覚醒装置を提供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　上記課題を解決するために、本発明に係る色温度制御照明装置は、３０００Ｋ以下の低
色温度と４０００Ｋの中色温度を交互に発生させ、その発生させる時間間隔が人間が色順
応を起こすよりも短い時間間 あると共に、中色温度期から低色温度期への変化を急激
に行い、低色温度期を所定時間維持した後で低色温度期から中色温度期への変化を徐々に
行

うようにすることを特徴としており、また、この色温度
制御照明装置を用いて使用者をすみやかに入眠させるために、リラックス効果のある３０
００Ｋ以下の低色温度と４０００Ｋの中色温度を交互に発生させ、その発生させる時間間
隔を人間が色順応を起こすよりも短い時間間 すると共に、中色温度期から低色温度期
への変化を急激に行い、低色温度期を所定時間維持した後で低色温度期から中色温度期へ
の変化を徐々に行

うようにする入眠装置を構成したことを
特徴としており、このように構成することで、低色温度のリラックス効果及びその繰り返
し効果によって色順応が起こるのを防いで、リラックス効果、入眠効果が得られるように
なる。つまり、使用者をよりリラックスさせるためには、図６に示すように、中色温度期
から低色温度期への変化を急激に行うことによって、色温度が低く変化したことを意識さ
せ、また低色温度期を所定時間維持した後で低色温度期から中色温度期への変化は徐々に
行うようにすることにより、色温度が低くなる場合のみを感じさせることができて馴れを
防止でき、リラックス状態を維持できるようになる。
【０００７】
　また、本発明に係る色温度制御照明装置は、６７００Ｋ以上の高色温度と４０００Ｋの
中色温度を交互に発生させ、その発生させる時間間隔が人間が色順応を起こすよりも短い
時間間 あると共に、中色温度期から高色温度期への変化を急激に行い、高色温度期を
所定時間維持した後で高色温度期から中色温度期への変化を徐々に行

うようにしたことを特徴としており、また、この色温度制御照明装置を用いて
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隔で

い、中色温度期に到達すると中色温度期だけの時間を存在させずに、再び中色温度期か
ら低色温度期への変化を急激に行

隔と

い、中色温度期に到達すると中色温度期だけの時間を存在させずに、再
び中色温度期から低色温度期への変化を急激に行

隔で
い、中色温度期に到

達すると中色温度期だけの時間を存在させずに、再び中色温度期から高色温度期への変化
を急激に行



使用者をすみやかに覚醒させるために、覚醒効果のある６７００Ｋ以上の高色温度と４０
００Ｋの中色温度を交互に発生させ、その発生させる時間間隔が人間が色順応を起こすよ
りも短い時間間 あると共に、中色温度期から高色温度期への変化を急激に行い、高色
温度期を所定時間維持した後で高色温度期から中色温度期への変化を徐々に行

うようにした覚醒装置を構成したことを特徴としており、このように
構成することで、高色温度が人間が色順応を起こさない時間間隔で与えられるので、高色
温度の覚醒効果及びその繰り返し効果によって、色順応が起こるのを防いで、覚醒度、緊
張感を維持できるようになる。つまり、使用者の緊張感、覚醒度をより高める場合には、
図７に示すように、中色温度期から高色温度期への変化を急激に行うことによって、色温
度が高く変化したことを意識させ、また高色温度期を所定時間維持した後で高色温度期か
ら中色温度期への変化は徐々に行うようにするのが望ましく、この場合、色温度が高くな
る場合のみを感じさせることができて馴れを防止でき、覚醒効果が一層期待できるように
なる。
【０００８】
　また請求項５記載の発明に係る入眠覚醒装置は、人間が色順応を起こすよりも短い時間
間隔で低色温度と中色温度を交互に発生させる色温度制御照明装置と、人間が色順応を起
こすよりも短い時間間隔で高色温度と中色温度を交互に発生させる色温度制御照明装置と
を備えると共に、使用者をすみやかに入眠させる入眠スイッチ７と使用者をすみやかに覚
醒させる覚醒スイッチ８とを備え、入眠スイッチ７を選択した場合は人間が色順応を起こ
すよりも短い時間間 リラックス効果のある３０００Ｋ以下の低色温度と４０００Ｋの
中色温度を交互に発生させると共に、中色温度期から低色温度期への変化を急激に行い、
低色温度期を所定時間維持した後で低色温度期から中色温度期への変化を徐々に行

うようにし、覚醒スイッチ８を選択した場合は人間が色順応を起
こすよりも短い時間間 覚醒効果のある６７００Ｋ以上の高色温度と４０００Ｋの中色
温度を交互に発生させると共に、中色温度期から高色温度期への変化を急激に行い、高色
温度期を所定時間維持した後で高色温度期から中色温度期への変化を徐々に行

うようにしたことを特徴としており、このように構成することで、ス
イッチの切り替えによって覚醒効果とリラックス効果とが選択して得られるようになる。
【０００９】
【発明の実施の形態】
　以下、本発明の実施形態の一例を説明する。図３は、色温度制御照明装置６の一例を示
している。周期制御部３は設定された周期に基づいて色温度を決定し、色温度制御部４に
信号を送る。色温度制御部４は、低色温度光源１（３０００Ｋ（ケルビン）以下）と、高
色温度光源２（６７００Ｋ以上）の２つの色温度が異なる光源の出力をそれぞれ決定し、
各々の調光点灯装置５によって３０００Ｋ以下の低色温度から６７００Ｋ以上の高色温度
までを調整する。
【００１０】
　上記色温度制御照明装置６を入眠装置として用いる場合には、図１（参考図）に示すよ
うに、時間ｔ１→ｔ２で低色温度を発生させ、時間ｔ２→ｔ３で中色温度を発生させ、こ
れを交互に切り替えるようにすると共に、切り替える時間間隔は人間が色順応を起こすよ
りも短い時間間隔とする。一方、上記色温度制御照明装置６を覚醒装置として用いる場合
には、図２（参考図）に示すように、時間ｔ１→ｔ２において高色温度を発生させ、時間
ｔ２→ｔ３において中色温度を発生させ、これを交互に切り替えるようにすると共に、切
り替える時間間隔は人間が色順応を起こすよりも短い時間間隔とする。
【００１１】
　ここで、人間が色順応を起こす時間間隔とは、個人差があるものの、８分～１０分程度
であるといわれており、また色温度を変化させた場合の影響は２分～５分後に最も良く現
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隔で
い、中色温

度期に到達すると中色温度期だけの時間を存在させずに、再び中色温度期から高色温度期
への変化を急激に行

隔で

い、中
色温度期に到達すると中色温度期だけの時間を存在させずに、再び中色温度期から低色温
度期への変化を急激に行

隔で

い、中色温
度期に到達すると中色温度期だけの時間を存在させずに、再び中色温度期から高色温度期
への変化を急激に行



れ、それ以降には色順応が起こり、色温度の変化による影響は徐々に小さくなるといわれ
ている。従って、人間が色順応を起こすよりも短い時間間隔とは、５分以内が望ましく、
５分以内に低色温度と中色温度とを交互に発生させるようにすればよいものである。
【００１２】
　しかして、上記入眠装置を用いてリラックス効果のある低色温度と、中色温度を交互に
発生させることにより、使用者にリラックスやくつろぎ、安らぎを与えることができ、し
かもその切り替えを人間が色順応を起こすよりも短い時間間隔（例えば中色温度の発生期
間を３分間、低色温度の発生期間を５分間）で行うことによって、リラックス効果、入眠
効果が高まり、たとえ緊張感や覚醒度の高い状態からでも、リラックス状態或いは入眠状
態に誘導させることができる。特に入浴後から睡眠前にかけてのリラックスしたい時間帯
で使用すると、低色温度光が人間が色順応を起こさない時間間隔で与えられるため、低色
温度光のリラックス効果及びその繰り返し効果により、色順応を生じることなく覚醒度を
下げて、リラックスさせることができ、また、入眠させることができる。
【００１３】
　逆に、使用者を覚醒させる場合には、上記覚醒装置を用いて、覚醒効果のある高色温度
と、中色温度を交互に実現させることにより、緊張感や覚醒度を高めることができる。し
かも、その切り替えを人間が色順応を起こすよりも短い時間間隔（例えば高色温度の発生
期間を３分間、中色温度の発生期間を５分間）で行うことによって、覚醒効果が一層高ま
り、緊張感や覚醒度を維持するのに有効となる。従って、人間の覚醒度を維持しなければ
ならないような作業状態、例えばデスクワーク、オフィスワーク、運転手、工場機械の監
視、原子力発電所の中央監視作業などのように、緊張感や覚醒度を維持する必要がある場
合において、覚醒度が低下しやすい時間帯でも、高色温度光が人間が色順応を起こさない
時間間隔で与えられるので、高色温度光の覚醒効果及びその繰り返し効果によって色順応
を起こすことがなく、緊張感や覚醒度を上げることができる。例えば簡単な作業時や、生
体リズムにより覚醒度が低下する時間帯（例えば午後１時から４時位、午前３時から午前
５時位など）においては、覚醒度をすみやかに高めることができるので、作業パフォーマ
ンスを活発にして、事故防止等に役立てることができる。また、寝ている状態から起きて
いる状態にすみやかに誘導して、覚醒させることができる。
【００１４】
　図４は、図１（参考図）の色温度制御照明装置６を用いた入眠覚醒装置の一例を示して
いる。使用者をリラックスさせたり、入眠させたりする場合は、入眠スイッチ７を押し、
逆に覚醒させる場合には、覚醒スイッチ８を押す。周期制御部３はどちらのスイッチから
信号が送られてきたのかを判断し、それに応じて設定された周期に基づいて色温度を決定
し、色温度制御部４に信号を送る。色温度制御部４は、低色温度光源１（３０００Ｋ以下
）と、高色温度光源２（６７００Ｋ以上）の２つの色温度が異なる光源の出力をそれぞれ
決定し、各々の調光点灯装置５によって３０００Ｋ以下の低色温度から６７００Ｋ以上の
高色温度までを調整する。そして、入眠スイッチ７を選択した場合は、人間が色順応を起
こすよりも短い時間間隔（５分以内）でリラックス効果のある低色温度と中色温度を交互
に発生させることができ、覚醒スイッチ８を選択した場合は、人間が色順応を起こすより
も短い時間間隔（５分以内）で覚醒効果のある高色温度と中色温度を交互に発生させるこ
とができ、リラックス効果と覚醒効果とが選択して得られるようになる。
【００１５】
　ここで、図５は、色温度が中色温度（例えば４０００Ｋ）から高色温度（例えば６７０
０Ｋ）に変化した場合と、低色温度（例えば３０００Ｋ）に変化した場合において、主観
的な眠気をはかるＫＳＳ（Ｋｗａｎｓｅｉ－ｇａｋｕｉｎＳｌｅｅｐｉｎｅｓｓ  Ｓｃａ l
ｅ）の変化を比較した場合を示している。ＫＳＳの値が大きい程、眠気が強いことを示し
ており、本発明の覚醒装置によって色温度を６７００Ｋ以上に変化させた場合は眠気が少
なくなり、また本発明の入眠装置によって色温度を３０００Ｋ以下に変化させた場合は眠
気が増加することとなる。
【００１６】
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　ところで、人間の感覚は、定常的な刺激よりも、変化する刺激に敏感であり、色温度に
おいても同じことがいえる。覚醒効果がある高色温度の光を続けると馴れが生じ、覚醒効
果が薄れてくる。逆に、リラックス効果や入眠効果がある低色温度の光を続けると馴れが
生じ、リラックス効果等が薄れてくる。さらに、自然光の環境下で生活している我々は、
天候や時刻による色温度の変化、すなわち、黒体軌跡（完全放射体軌跡）上の色温度の変
化に対して快適感を感じており、黒体軌跡からはずれた色温度は不自然な光となって、不
安や不快感を感じることが分かっている。
【００１７】
　そこで、使用者をよりリラックスさせるためには、図６に示すように、中色温度期から
低色温度期への変化を急激に行うことによって、色温度が低く変化したことを意識させ、
また低色温度期から中色温度期への変化は徐々に行うようにするのが望ましく、この場合
、色温度が低くなる場合のみを感じさせることができて馴れを防止でき、リラックス状態
を維持できるようになる。この図６は、請求項１、３、５に対応する本発明の実施形態を
示している。
【００１８】
　逆に使用者の緊張感、覚醒度をより高める場合には、図７に示すように、中色温度期か
ら高色温度期への変化を急激に行うことによって、色温度が高く変化したことを意識させ
、また高色温度期から中色温度期への変化は徐々に行うようにするのが望ましく、この場
合、色温度が高くなる場合のみを感じさせることができて馴れを防止でき、覚醒効果が一
層期待できるようになる。この図７は、請求項２、４、５に対応する本発明の実施形態を
示している。
【００１９】
　また、上記色温度の変化する時間間隔は固定されていてもよいが、ランダムに変化させ
るようにしてもよく、この場合、使用者が変化を予測できなくなり、一層のリラックス効
果或いは覚醒効果が得られるようになる。さらに、不自然な色温度の変化での不安や不快
感を誘導するのを避けるために、色温度を黒体軌跡（完全放射体軌跡）上で変化させるこ
とにより、自然光に近い光を出力することかできる。また、任意の色温度を出力するため
に、例えば図８（ａ）に示すようなＲ（赤），Ｇ（緑），Ｂ（青）の三原色の各光源から
の出力をそれぞれ制御して色温度を調整することによって、黒体軌跡上に近い色温度を出
力することができる。なお一般にＢ（青）の光源では高出力が得られ難いため、図８（ａ
）の構成では任意の色温度は出力できても、照度の制限がある。そこで、図８（ｂ）に示
すようなＷ（白）の光源を追加することによって、照度出力の補正を行うようにしてもよ
い。
【００２０】
【発明の効果】
　以上説明したように、請求項１記載の発明に係る色温度制御照明装置は、３０００Ｋ以
下の低色温度と４０００Ｋの中色温度を交互に発生させ、その発生させる時間間隔が人間
が色順応を起こすよりも短い時間間 あると共に、中色温度期から低色温度期への変化
を急激に行い、低色温度期を所定時間維持した後で低色温度期から中色温度期への変化を
徐々に行

うようにするので、この色温度制御照明装置を用
いて使用者をリラックスさせることができる。
【００２１】
　また請求項２記載の発明に係る色温度制御照明装置は、６７００Ｋ以上の高色温度と４
０００Ｋの中色温度を交互に発生させ、その発生させる時間間隔が人間が色順応を起こす
よりも短い時間間 あると共に、中色温度期から高色温度期への変化を急激に行い、高
色温度期を所定時間維持した後で、高色温度期から中色温度期への変化を徐々に行

うようにしたので、この色温度制御照明装置を用いて、使用者の
覚醒度を高めることができる。
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隔で

い、中色温度期に到達すると中色温度期だけの時間を存在させずに、再び中色温
度期から低色温度期への変化を急激に行

隔で
い、中

色温度期に到達すると中色温度期だけの時間を存在させずに、再び中色温度期から高色温
度期への変化を急激に行



【００２２】
　また請求項３記載の発明は、請求項１記載の色温度制御照明装置を用いた入眠装置であ
って、使用者をすみやかに入眠させるために、リラックス効果のある３０００Ｋ以下の低
色温度と４０００Ｋの中色温度を交互に発生させ、その発生させる時間間隔を人間が色順
応を起こすよりも短い時間間 すると共に、中色温度期から低色温度期への変化を急激
に行い、低色温度期を所定時間維持した後で、低色温度期から中色温度期への変化を徐々
に行

うようにしたから、低色温度が人間が色順応を起こさ
ない時間間隔で与えられるので、低色温度のリラックス効果及びその繰り返し効果によっ
て、色順応や馴れも生じることがなく、例えばリビングや寝室などにおいて使用者をリラ
ックスさせたり、すみやかに入眠させたりすることができる。
【００２３】
　また請求項４記載の発明は、請求項２記載の色温度制御照明装置を用いた覚醒装置であ
って、使用者をすみやかに覚醒させるために、覚醒効果のある６７００Ｋ以上の高色温度
と４０００Ｋの中色温度を交互に発生させ、その発生させる時間間隔を人間が色順応を起
こすよりも短い時間間 すると共に、中色温度期から高色温度期への変化を急激に行い
、高色温度期を所定時間維持した後で高色温度期から中色温度期への変化を徐々に行

うようにしたから、高色温度光が人間が色順応を起こさない時
間間隔で与えられるので、高色温度光の覚醒効果及びその繰り返し効果によって色順応や
馴れも生じることがなく、例えばデスクワークやモニターの監視作業、工場の製造ライン
での作業のような単純な作業や、覚醒度が低下しやすい時間帯でも、覚醒度を維持できる
。また、寝ている状態から起きている状態にすみやかに誘導して、覚醒させることができ
る。
【００２４】
　また請求項５記載の発明に係る入眠覚醒装置は、人間が色順応を起こすよりも短い時間
間隔で低色温度と中色温度を交互に発生させる色温度制御照明装置と、人間が色順応を起
こすよりも短い時間間隔で高色温度と中色温度を交互に発生させる色温度制御照明装置と
を備えると共に、使用者をすみやかに入眠させる入眠スイッチと使用者をすみやかに覚醒
させる覚醒スイッチとを備え、入眠スイッチを選択した場合は人間が色順応を起こすより
も短い時間間 リラックス効果のある３０００Ｋ以下の低色温度と４０００Ｋの中色温
度を交互に発生させると共に、中色温度期から低色温度期への変化を急激に行い、低色温
度期を所定時間維持した後で低色温度期から中色温度期への変化を徐々に行

うようにし、覚醒スイッチを選択した場合は人間が色順応を起こすより
も短い時間間 覚醒効果のある６７００Ｋ以上の高色温度と４０００Ｋの中色温度を交
互に発生させると共に、中色温度期から高色温度期への変化を急激に行い、高色温度期を
所定時間維持した後で高色温度期から中色温度期への変化を徐々に行

うようにしたから、スイッチの切り替えによって覚醒効果とリラックス効果と
が選択して得られるようになり、使用価値が高められる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の参考例を示し、低色温度と中色温度を交互に発生させる場合のグラフ
である。
【図２】　本発明の参考例を示し、高色温度と中色温度を交互に発生させる場合のグラフ
である。
【図３】　同上の色温度制御照明装置のブロック図である。
【図４】　同上の入眠覚醒装置のブロック図である。
【図５】　色温度の眠気への影響を説明するグラフである。
【図６】　本発明の実施形態の一例を示し、低色温度と中色温度を交互に発生させる場合
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隔と

い、中色温度期に到達すると中色温度期だけの時間を存在させずに、再び中色温度期
から低色温度期への変化を急激に行

隔と
い、

中色温度期に到達すると中色温度期だけの時間を存在させずに、再び中色温度期から高色
温度期への変化を急激に行

隔で

い、中色温度
期に到達すると中色温度期だけの時間を存在させずに、再び中色温度期から低色温度期へ
の変化を急激に行

隔で

い、中色温度期に到
達すると中色温度期だけの時間を存在させずに、再び中色温度期から高色温度期への変化
を急激に行



の他例のグラフである。
【図７】　本発明の実施形態の一例を示し、高色温度と中色温度を交互に発生させる場合
の他例のグラフである。
【図８】　（ａ）（ｂ）は他の実施形態のブロック図である。
【符号の説明】
　６　色温度制御照明装置
　７　入眠スイッチ
　８　覚醒スイッチ

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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